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の

旅
人
の
か
ら
だ
も
い
っ
か
海
と
な
り

五
月
の
雨
が
　
降
る
よ
港
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

ひ
ま
わ
り
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
4
月
か
ら
ひ
ま
わ
り
サ
ー
ビ
ス
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
福
瀬
の
田
邊
カ
メ
さ
ん
宅

を
山
陰
郵
便
局
の
恒
吉
さ
ん
が
訪
問
し

ま
し
た
。

　
田
邊
さ
ん
は
“
毎
日
来
て
も
ら
っ
て
申

し
訳
な
い
け
れ
ど
も
、
一
人
暮
ら
し
な
の

で
安
心
で
す
。
孫
が
一
人
増
え
た
み
た
い

で
す
”
と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
訪
問
し
た
恒
吉
さ
ん
は
“
元
気

な
顔
を
見
る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
が
増
加
し
て
い
る
の
で

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
大
切
で
す
”
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
（
4
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
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人口5，286人（△43）

　男　2，477人（△19）

　女a809人（△24）

世帯数1，742戸（△5）

　平成12年4月1日現在

　　　（）は対前月比

「町報とうこう」は再生紙を使用していますゆ



　　　　　　　　③麦獺8こ9’り

一消防関係一

・水防監視システム委託業務

・船外機整備事業

・消火栓整備事業

一土木関係一

・公営住宅建設事業（中野原団地）

・町道整備事業

・橋梁維持事業

・河床整理工事

一商工関係一

・緊急地域雇用特別交付金事業

・工業団地基本調査事業

・誘致企業雇用奨励金

一教育関係一

・牧水祭50回記念事業

・給食センター用地造成事業

・教職員住宅用地造成事業

・生涯学習の充実

・交流研修施設の管理運営

・国内外交流研修事業

・情報教育の充実

一特別会計関係一

・介護保険事業（事業運営と直営サー

　ビス事業）

・保健福祉まつりの開催

・坪谷地区簡易水道整備事業

・農業集落排水施設管理事業

一
　

平成12年度歳入歳出予算の内訳

　　　　　　　一般会計の歳入（単位：千円）

繰入金
　　　　　　諸収入　　その他195，566（4．61％）

　　　　　　i35，244　　　109，463

　　　　　　（3，19％）　　（2．58％）

1　分担金及び負担金
　64，904（1．53％）

竃

騰
・（3・17％1町税

P撚

醐

国庫支出金
225，359（5．32％）

　　　県支出金
　　　474、092
　　　（II．18％）

　　　　　　り輔8こ璽’り②

歳入総額
も鎖。，ooo千円

町債
494，900

（II．57％）

今年の予算はこんな事業
に使います

平成12年度の主な事業

　一般会計予算㈱前年比11・2㈱

42億4，000万円

地方交付税
2，057，000

（48．51％） 一総務関係一
・テレビ難視聴地域解消事業

・庁内OA化基盤整備事業

蚕

茎

茎

茎

茎

茎

茎

茎

茎

一般会計の歳出（単位：千円）

その他10，717（0．25％）
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公債費　　　　　総務費
570，870　　　　　　　　528，945

（13．46％）　　　　　　　（12．48％）

歳出総額
も240，000rF円

民生費
605，667

（i4．29％）

一民生関係一
・児童手当支給対象の拡充
・誕生祝金支給額の引き上げ（10万円→20万円）

・在宅高齢者福祉事業

・障害者福祉事業

醐

　商工費57，313
　（1．35％）

土木費
499，828

（II．79％）
農林水産業費

966，411

（22．79％）

衛生費　339，625

　　（8．OI％）

議会費75，134（L77％）

消防費104，024（2．45％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の税1
町税の内訳（349，270千円）　軽自動車税10，575（3．0％）

　　　　　　　　　　　　　町たばこ税24，164（6．9％）

　　町民税
114，875（32．9％

一衛生関係一
・保健及び予防対策事業

・可燃・不燃ごみ処理対策

・合併処理浄化槽設置促進

・資源ごみの分別収集

　固定資産税
199，655（57．2％）

一農林水産業関係一
・中山間地域等直接支払推進事業
・21世紀美しい農村を伝える事業（集落道・

　営農飲雑用水施設）

・特定農山村総合支援事業

・農道整備事業

・環境保全型農業（有機農業）の推進

・開パ地区遊休農地解消事業

・農作物獣害防止対策事業

・ふるさと林道緊急整備事業

・越船下渡川線林道開設（県営事業）

・国土保全事業（造林、下刈り、作業路開設）

醐

　
平
成
1
2
年
度
予
算
が
決
定
し
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
限
ら
れ
た
財
源

で
重
点
施
策
の
実
現
を
目
指
し
て

予
算
編
成
を
行
っ
た
結
果
、
対
前

年
度
比
1
1
・
2
％
（
5
億
3
7
0

0
万
円
）
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
減
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
交

流
研
修
施
設
等
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
減
、
新
し
く
制
度
化
さ
れ

た
介
護
保
険
事
業
会
計
へ
の
移
管

等
に
よ
り
ま
す
。

　
予
算
の
内
訳
を
見
る
と
、
民
生

費
関
係
で
は
誕
生
祝
金
制
度
の
拡

充
（
2
0
万
円
に
増
額
）
、
教
育
費
関

係
で
は
図
書
館
機
能
を
備
え
た
交

流
研
修
施
設
の
運
営
拡
充
を
図
り

ま
す
。
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会計別予算

　
ま
た
、
新
た
に
設
置
し
ま

し
た
介
護
保
険
量
業
特
別
会

計
で
保
健
、
医
療
、
福
祉
等
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

（単位：千円）

会　　計 12年度当初 11年度当初 比　　較

一般会計 4，240，000 4，777，000 △537，000

国保会計 705，500 686，000 19，500

老保会計 784，700 986，700 △202，000

簡水会計 229，400 67，300 162，100

農集排会計 187，200 174，400 12，800

介護保険会計 396，800 0 396，800

病院会計 422，000 423，000 △1，000

計 6，965，600 7，114，400 △148，800

一般会計 予算を町民一人当りでみると　　　　　（4月1日現在現住人・・5’286人）
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モP4．214＞
＜107，997＞ ＜1，082＞

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉 ★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　　　⑤臓どうこ”り

　　　　　　　町職員人事異動（4月旧付）
4月1日付で、町職員の人事の発令が行われました。なお、本年度の新規採用者は4名です。

課 課・所・局長 補　　佐 主　　幹 係　名 係　　長 課　　　　　　　　　　　員

総　　務 （兼）福田幸一
（任）黒木勝己　（任）塩月嬰　（任）甲斐智栄子　長友久美　川越康幸（県へ派遣）

��R加里　（兼）小林英明　（兼〉黒木升男（兼）矢野貴之総
　
務

荒砂建一 福田幸一
消防交通 小林英明 （兼）長友久美

情報管財 黒木升男 （任）池田正信　矢野貴之　（兼）中野由加里　（嘱託）和田立子

企　　　画 （兼）黒木孝利 （査）寺原君保　中田宏企画

熕ｭ 矢野昌明
財　　政 三浦練一 星野眞由美

課　　税 （兼）山床貞雄 那須めぐみ　（兼）佐藤喜一郎税
　
務

黒木幸男 菊地輔弘 山床貞雄 固定資産 （兼）菊池輔弘 （兼）那須めぐみ

地　　籍 清水昭生 寺田雅彦　（嘱託）岩本米利

住民年金 海野真里 海野美穂　矢野隆博　（兼）若林里美　（兼）松木敦美　（兼）東村光教

国民健康保険 植野浩人 （査）松木敦美　佐藤喜一郎住
　
　
民

川越　洋 児玉　　明
介護保険 若林里美

糸平和紀　（兼）阿萬富子　（兼）青山恵子　（兼）一政多栄子

i兼）黒木貴久子　（兼）稲田智代美　（兼）神井美香

環境水道 （兼）児玉　明 東村光教　高森洋

振　　　興 （兼）海野雅彦 （査）松掛芳美　黒木秀明
農
　
政

岩崎寿男 山田重男
海野雅彦
O浦元生

農　　政 （兼）三浦元生 那須幹夫　濱地貴志　（兼）出掛芳美

耕　　地 （兼）山田重男 海野靖幸

農委 赤木ツヨ子 庶務・農地 （兼）赤木ツヨ子

椎田幹男
林　　政 西田宗吉 片江豊春　（兼）井本岩根　（兼）池田正信林

政 森林土木 （兼）椎田幹男 黒木義人　（兼）片江豊春

管　　理 （兼）海野茂実 （任）井本岩根　（査）三浦浩司　井本哲也　（兼）池田正信

用　　　地 （兼）海野茂実 （兼）三浦浩司　（兼）井本哲也
建
　
　
設

海野誓生 海野茂実 し

土　　　木 松尾昇一 黒木郁志　（兼）吉田健二

建　　築 吉田健二

事務等ホ老
P
ム
人

井上蘇代子 海野修一
平野久栄
楓ﾘ由美子

r田慶子
寮　　　母

給　　食 （任）塩月陸美　（任）直野廣代　（任）川口美子　（査）西田陽子

事　　務 菊池大輔

医療技術 三原真琴　神井美香
病
　
　
院

（医師）

J川　誠
ｿ山秀樹
煌ﾛ勝弘

O浦正教

井川幸雄
�艪竄ﾂ子

竝阨ｶ重
ｴ本シマ子

看　　　護

（査）馬原ひとみ　（査）池口美都代　（査）児玉洋子　（査）中村ま

闔q　（査）黒木美千代　（査）柴田和恵　池田かおり　井之上剛

m　戸高陽子　黒木隆紀　稲田恵　海野純子　原田夏美

阿寓富子
保　　健 三輪千穂

（査）青山恵子　（査）斧由美　黒木貴久子　荒戸架衣

i兼）阿萬富子　（兼）三原真琴　（兼）神井美香

寺原政志 福　　祉 （兼）寺原政志 伊藤浩二
保
健
福
祉

（所長）

J川　　誠

軏�@続

在宅介護 一政多栄子 稲田智代美

副園長
ﾉ東ヒロヨ

（坪谷）

O浦信代 保育園
（坪谷）

H藤厚子
（鶴野内）（査）川村初美

出納 仁田優子 会　　計 （査）矢野澄代

議会 吉田重一 （査）寺原映子

総務・学校 （兼）甲斐まち子 小林潤司　　（兼）甲斐智栄子

学校給食 （寺小）（任）白川和代　（任）高橋亜紀子教
育
委
員
会

那須文美
甲斐まち子

�J　敏

（派）

�錘�S 生涯教育
（査）三浦富美　若杉健司　（社指）竹下忠良　（社指）岩見美代子

i国際交流員〉フランチェスカ・リリアン・ヴィネロット

文化振興 若藤公生 三川上里　（社指）河野充

園長

楓ﾘ　男 幼稚園
（東郷）林恭子
i寺迫）橋口洋子

（東郷）（査）鎌田恵智子

　食セン

^ー

（兼）

ﾟ須文美
副所長

R口佐知男
調　　　理 （任）川崎麗加　（任）横田由美　（任）是澤千里

【
扉
、
　　　　　社会教育指導員
社会教育指導員　　（交流研修施設副館長）

岩見美代子　　河野　充

特
別
職
の
紹
介

〉∵

ｶ

神井美香

◎禽
Φ唾》
高森洋 中田閣

筆
〆

、，
中野由加里

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉

※
太
文
字
は
異
動
者
、
カ
ラ
ー
文
字
は
新
規
採
用
者
、
（
兼
）

兼
務
者
、
（
査

・．

°
香
A
（
任

主
任
技
術
員
、
（
社
指
）

社
会
教
育
指
導
員

新
職
員
の
紹
介

睾
睾
豊
智
署
讐
題
題
題
匿
聖
智
一
零
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交
通
安
全
推
進
条
例
を
基
に

　
　
　
運
動
を
展
開

　
町
で
は
、
昨
年
1
2
月
議
会
で
交
通
安
全
推
進
条
例
を
制
定

し
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
一
層
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。　

こ
の
条
例
は
、
東
郷
町
に
お
け
る
安
全
対
策
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
推
進
を
図
り
、
も
っ
て
町
民
の
安
全
で
快
適
な

生
活
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
な
ん
と
言
っ
て
も
交
通
安
全
運
動
、
の
主
役
は
町
民
一
人

ひ
と
り
で
す
。
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、
二
輪
車
・
自
動

車
運
転
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
運
動
を
実
践
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

交
通
指
導
員
を
再
任

　
自
主
的
な
交
通
安
全
を
促
進
す
る

た
め
、
交
通
安
全
推
進
条
例
に
基
づ

き
交
通
指
導
員
を
次
の
方
々
に
委
嘱

（
再
任
）
し
ま
し
た
。
交
通
事
故
の
発

生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
任
期

（
2
年
間
）
中
街
頭
啓
発
活
動
を
は

じ
め
各
種
活
動
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

寺
迫

五
千

小
野
田

鶴
野
内

着
谷

越
表

黒
木
義
彦
さ
ん

直
野
直
志
さ
ん

井
上
敬
治
さ
ん

黒
木
康
夫
さ
ん

寺
原
　
正
さ
ん

海
野
二
三
生
さ
ん

▲街頭での安全指導

謹i・ 灘

「
春
の
全
国
交
通
安
全

　
　
運
動
」
で
安
全
指
導

　
4
月
6
日
か
ら
1
5
日
ま
で
全

国
一
斉
に
春
の
交
通
安
全
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
交
通
安

全
対
策
協
議
会
で
は
こ
の
運
動

の
初
日
、
日
向
警
察
署
及
び
交
通

安
全
協
会
東
郷
支
部
の
協
力
を

得
て
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
期
間
中
、
各
小
中
学
校
で

は
、
P
T
A
を
中
心
に
街
頭
指
導

を
行
い
交
通
安
全
を
啓
発
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

門””〔「帽帽帽一響〔置置ﾑ篇r言一ぞτ写鱈〔マ瑳‘署『霧…π実”

…
聖
題

題

．　替

℃

O
臥

4

…
　
の
「
ひ
ま
わ
り

岬
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
当
面
、

…
と
な
り
近
所
か
ら
離
れ

網
　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
昔

進
ず
る
た
め
、
町
と
町
内
を
管
轄
す
る
卸

局
・
美
々
津
郵
便
局
）
が
連
携
し
、
「
ひ
・

こ
と
で
、
3
月
3
0
日
協
定
調
印
式
が
行
払

岬　
協
定
調
印
式
に
は
小
林
理
教
町
長
の
厄

｝良
信
一
坪
谷
郵
便
局
長
、
藤
本
透
美
々
津

”
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
の
立
ち
会
い
（

ま
し
た
。

籍
題
纏
漢
謙
輪

帽
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

…
「
ひ
ま
わ
り
芒
ス
」
は
、
郵
便
惣

鱈
務
の
途
中
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を

…お

ﾏ
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
．
L
等
と
声
を
・

岬
と
も
に
、
行
方
不
明
や
急
病
時
の
速
や
か

岬
て
の
情
報
交
換
等
を
行
い
ま
す
。

一
こ

ロ

帽
て
い
る
一
人
暮
ら
し
の

…
高
齢
者
世
帯
約
3
0
世
帯

…
が
対
象
で
・
4
月
3
日

ロ

…
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
開
始

…
さ
れ
ま
し
た
。

膿
騨
鑓

鐸を
き
じ

爾で
即

盈
㎜、

@
な

ゾ
　
演

一、

▲協定調印式

し勘π8曹」惚8〕」＿」轡一u」＿＿」＿一＿＿r＿4＿．＿」w

脚
の
配
達
等
を
行
う
郵
便
局
員
が
業

を
訪
問
し
た
際
、
「
お
元
気
で
す
か
。

4
か
け
て
安
否
等
の
確
認
を
行
う
と

か
な
通
報
、
犯
罪
や
災
害
等
に
つ
い

池
北
宏
山
陰
郵
便
局
長
が
「
町
民
の

で
き
る
か
ぎ
り
が
ん
ば
っ
て
い
き

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
推

る
郵
便
局
（
山
陰
郵
便
局
・
坪
谷
郵
便

－
ひ
ま
わ
り
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
す
る

行
わ
れ
ま
し
た
。

の
ほ
か
、
池
北
宏
山
陰
郵
便
局
長
、
福

ぺ
津
郵
便
局
長
が
出
席
、
黒
木
茂
範
社

い
の
も
と
、
協
定
書
に
調
印
を
行
い

騒
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
…
6
…
唖
…
唖
一
晦
亀
晦

リ
サ
ー
ビ
ス
」
協
定
に
調
印

n
…

…
「
ひ
ま
わ

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係㊥3900まで〉



　　　　　　　鞘ど弓ご’つ⑤

禦難瞬剰群籍騨1癒ノ賊秒て鰯
　秘隠鐵鵬顎“櫛慧《｝、麹つ灘疹密殺灘経験1叢ど獄避に遡繋ることと懸嫉ま壁σその書評い筈

露て｛こ離》塾写しで勤ヒント寮肇購けにな竃｝滋う鑓と織毒れ丸葉鯉．この灘乱調鰻・象縫敏薄

ノート讐篤
　〈象麟欝帳｝綜璽蜘発灌田舞ちの難⑳箆めに、嫁麗三無ノート〉獄學串馨i鑑をおi両論の乃の

た：め鷺樺i纏慈貌驚ものです。挙ども⑳毅騰灌やしつ｛すに駿して、空回1こ諺いて押え、鍵鶯して歓：

しい事禰奄舘記してあり毒す。

▽家庭教驚ノート落紙

▼家庭教育ノート本文

㊥人は夢壱胃て、

夢は入団寛てる。

今朝

灘

　それぞれの旧来に、家翁忌湾

に役宣つ回報、櫓談の窓臼、青少

年団体の連絡先などを記載した

「情報編」がついています。ま

た、〈家庭教育手帳》には子ども

の心の成長経過を記入するため

の「記録編」がもうけてありま

す。

▼家獲教門箏

幽

▼情報編

　　あなたの生壱方か、

子ともへの鑑漏の稼育になる；

｝

／
　
ノ

　　

@
騨瀦嚇鶏剛賦

一一一撫㎜
卿牌騒9■■国鱒

　饗
i：宴：野

　厩か子に題面するのと周し

くうい子は親に廻樽しているっ

▼家庭教育手帳本文

汎のム虚はテレビ

んて慰しすぎる

　彫
ρ認　　函〆●「　鰍奇　鱒

剛蚕τ　　　9罵澱　　影　’」

レ「τ　郵「『魯竃　瀕　乙る　郷嶺　／

　2　　　　　罵薫騨セ　　ニ

5　　蝉3’

≦．画引　　Q〆←鷺碧　聯儀

　　　　葉

ゴ鰭膿四手は

臼　　　　証

▼記録編

　　　ごi
　　き
　　騨　1多

『「一解鷹穿拠

湘《♂蓉
な

　㌻　　　　　　　　r一

　ζ

配布の方法　　　家庭教育手帳…母子手帳配布聴、各検診時に配布します。

　　　　　　　　家庭敏鳶ノート…学校を通じて配布します。

家庭教費ビデオも貸し出しいたしますので、お気軽にご類談下さい。

　　◎お問い合わせ先：教育委員会生涯教育係　　電話　69－3909

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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健康診査を受診

　しましよう

　　14

　00
　　～

　　14

山・・

ノ30
口

集
落
セ
ン
タ
1

乳
幼
児
す
く
す
く
教
室

　
寺
迫
地
区
の
乳
幼
児
及
び
保
護
者

を
対
象
に
乳
幼
児
す
く
す
く
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日
　
5
月
1
5
日
（
月
）

○
受
付
時
間
　
1
4
”
0
0
～
1
4
”
3
0

0
会
場
山
ノ
ロ
集
落
セ
ン
タ
ー

○
内
　
容
　
身
体
計
測
、
育
児
相
談
、

栄
養
相
談

30

冝
@
中
尾
公
民
館
　
庭
田
公
民
館

リ
ハ
ビ
リ
教
室

予
防
接
種

　
町
て
は
4
月
か
ら
1
0
月
ま
で
の
期

間
、
各
地
区
を
巡
回
し
て
基
本
健
康

診
査
・
婦
人
検
診
・
乳
が
ん
検
診
を

行
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
等
は
、
配
布

済
み
の
「
平
成
1
2
年
度
東
郷
町
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
行
事
予
定
表
」

て
こ
確
認
く
た
さ
い
。

　
5
月
に
実
施
す
る
予
防
接
種
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
東
郷
病
院
実
施
分

食
生
活
で
骨
粗
し
ょ
う

症
を
防
ぎ
ま
し
よ
う

日風麻ポ三Bッ
良しし・蓑。夢

　　　　　　リ
炎んんオ合Gン

子
宮
が
ん
集
団
検
診

161812

E
1
9
・
2
6
日

9
・
2
3
日

243010

E
2
5
日

　
5
月
に
実
施
し
ま
す
子
宮
か
ん
検

診
の
日
程
に
】
部
変
更
か
生
じ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
5
月
2
3
日

　
・
0
　
　
　
　
　
・
0

9
・
0
～
9
・
3

　
　
　
　
　
越
表
改
善
セ
ン
タ
ー

10

h
3
0
～
H
H
O
O
　
牧
水
庵

3
　
。
0
　
　
4
　
・
0

1
・
3
～
－
・
3

　
鶴
野
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◎
5
月
2
4
日

9
”
0
0
～
9
”
3
0
　
福
間
公
民
館

10

h
0
0
～
1
1
H
O
O
　
や
す
ら
き
館

　
リ
ハ
ヒ
リ
の
必
要
な
方
を
対
象
に

リ
ハ
ヒ
リ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日
　
5
月
9
日
（
火
）

○
会
場
や
す
ら
き
館

○
内
　
容
　
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・

ケ
ー
ム
、
集
団
機
能
訓
練

地
区
巡
回
健
康
相
談

　　　　　　　　⑦磯どうご’り

　
5
月
は
次
の
地
区
て
巡
回
相
談
を

開
催
し
ま
す
。

○
内
容
　
血
圧
・
体
重
測
定
、
尿
検

査
、
み
そ
汁
の
塩
分
濃
度
測
定
、
日
常

生
活
指
導
等

8
日
　
大
工
野
集
落
セ
ン
タ
ー

10

冝
@
鶴
野
内
公
民
館

12

冝
@
鹿
瀬
集
会
所
　
地
内
集
会
所

15

冝
@
山
ノ
ロ
集
落
セ
ン
タ
ー
　
落

　
　
鹿
公
民
館

26

冝
@
羽
坂
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
呼
野
集
会
所

受
付
時
間
　
1
3
”
1
5
～
1
3
“
4
5

　
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時

間
厳
守
て
お
願
い
し
ま
す
。

〇
三
股
病
院
実
施
分

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
　
9
日

B
　
C
　
G
　
1
1
日

ポ
　
リ
　
オ
　
9
・
2
3
日

そ
の
他
毎
週
火
曜
日

受
付
時
間
　
1
4
H
O
O
～
1
6
”
0
0

　
前
日
ま
て
に
予
約
が
必
要
て
す
。

　
予
防
接
種
に
関
す
る
相
談
、
不
明

な
点
に
つ
い
て
は
「
や
す
ら
ぎ
館
」
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
児
・
3
歳
直
撃
康
診
査

○
開
催
日
　
5
月
1
1
日
（
木
）

○
受
付
時
間
（
3
歳
児
）

　
　
　
　
3
　
・
0
　
　
へ
δ
　
・
0

　
　
　
　
1
・
0
～
－
・
2

　
　
　
　
（
乳
児
）

　
　
　
　
4
　
・
0
　
　
冶
4
　
・
0

　
　
　
　
1
・
0
～
－
・
2

0
場
　
　
所
　
や
す
ら
ぎ
館

　
食
事
て
の
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

は
い
か
に
多
く
の
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
を

挙
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
に
は
体
に
吸
収
さ

れ
や
す
い
食
品
と
吸
収
さ
れ
に
く
い

食
品
が
あ
り
ま
す
。
吸
収
さ
れ
や
す

い
も
の
の
ベ
ス
ト
3
は
、
牛
乳
5
3
％
、

小
魚
3
8
％
、
海
藻
3
0
％
て
す
。
海
藻
は

そ
の
ま
ま
食
べ
る
よ
り
も
、
酢
の
物

に
し
て
食
べ
る
方
が
組
織
が
壊
れ
て

中
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム

の
吸
収
は
高
ま
り
ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
た
め

に
も
、
な
る
べ
く
こ
れ
ら
の
食
品
を

多
く
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
　
軌
o
o
　
　
　
　
　
び

碗
一
魚
豊

灘
幽
畢

　　
@　
R
働

・
　
　
難
。
）
薩
乳

　
　
　
　
　
醗
¢
　
　
牛

　
　
　
　
　
　
二

黒伽

等
に
関
し
て
テ
ー
プ
に
よ
り
専
門
医

が
説
明
を
行
う
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
5
月
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
て

す
。月

曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

小
児
の
腎
炎

環
境
ホ
ル
モ
ン

ロ
臭
を
消
す
飲
み
物
・
食

べ
物

い
び
き
と
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群

膠
原
病
（
こ
う
げ
ん
び
ょ

う
）

琶1

ヨーグルト

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

宮
崎
県
保
険
医
協
会
で
は
、
病
気

土
日
　
夜
間
せ
ん
妄

　
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
2
4
時
間
利

用
て
き
ま
す
の
で
、
こ
利
用
く
た
さ

い
。

費
0
9
8
2
－
2
1
－
8
1
8
1
（
延
岡
）

献
血
の
案
内

　
次
の
と
お
り
献
血
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

5
月
1
7
日
（
水
）

　
　
・
0
　
　
1
　
・
0

　
9
●
0
～
1
●
O

　
　
　
　
　
J
A
日
向
東
郷
支
店

　
1
2
”
3
0
～
1
6
”
3
0
　
東
郷
町
役
場

＊
今
月
か
ら
「
保
健
た
よ
り
」
と
し

て
、
町
報
に
各
種
お
知
ら
せ
を
掲
載

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
保
健
だ

よ
り
」
に
関
す
る
こ
と
は
、
東
郷
町
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ

館
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
費
6
9
－
3
3
6
7

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　　　の

⑨鱗如輪まちのアルバム搬
「諸郷欄㈱に出場・幽回回跳＼

第12回九州地区中学校選抜ソフトテニス大会が熊本県の益城郡中

央町で開催され、宮崎県代表で東郷中学校が出場しました。

大会には九州各県の代表18校が出場、予選は3チームのリンクリー

グ戦で行われ、東郷中学校は佐賀県代表の西部中学校と大分県代表

の中津中学校と対戦、善戦しましたが惜しくも決勝トーナメント進出はな

りませんでした。

引き続き行われた予選リーグ3位チームによるトーナメント1回戦で

は、沖縄県代表の東風平（こちんだ）中学校を破って2回戦に駒を進

めましたが、今度は地元熊本県代表の苓北中学校に惜敗しました。

残念ながら上位進出はなりませんでしたが、レベルの高い試合がで

き、今後につながる貴重な経験になったようです。

o 零丁

とわにたっしゃで暮らしましょう会
とわにたっしゃで暮らしましよう会

！3月30日㈱

　結婚後50年が経過した現在、伴侶を亡くし一人でがん

ばっている町民の方を励まそうと、第1回『とわにたつしゃ

で暮らしましょう会』がやすらぎ館で行われました。

　この会には、町内から21人（対象者58人）が出席、小

林理教町長、寺原国義町議会議長、植野守県議会議員

らが、出席者たちの長年のご苦労に対し、それぞれねぎら

いの言葉を述べました。

　このほか式では出席者を代表して小野田の寺原ユキエ

さんに記念品の贈呈やアトラクションとして鶴野内の山本

秀子さんらによるカラオケや踊りの披露なども行われま
した。

道の駅に情報案内板を設置
4月13日（木）

　町と日向土木事務所では、道の駅「とうこう」内に

道路情報と文字情報を提供する案内板を設置し運用が

始まりました。

　この案内板は、日向土木事務所管内の主要な道路の

工事中区間や通行止区間を黄色や赤色のランプで表示

するとともに、文字情報も表示でき、道路情報のほか

町のイベントの案内や、観光情報等を表示することが

できます。この情報案内板の操作は、役場企画財政課

で行います。

鴫IIIIg旧訓1，0鱒鱒．，’朋1，’．旧0，’．11m’o■OlOgo．，101・’■開11・’■1日目■。’．Iln’。■00髄’鱒5，1，’巳匡1009’．■■1，’■腸II，・■1■1■・・幽1開聞・鴫000．・■000帥・■■101M■■II■・o．■■■剛覇ll・o■．■．M■■欄9噌旧り喝帥II，・．．91髄・．■川1・．嗣11．・．0闘”・．00009・■101髄・o開．．，・．暉．10川1開駒。鵬Ol回0000，・鴫肺・噌即・■噛■ll■・。m9・■■■開，・．■■■■岡0。00，・闘胴19・剛11．・．脚00，・．開11．・．00闘，・口開■・．・．．■1．呵悶■川II胴，．o・Om・巳，ll．9・．鴨00，．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県民体育大会予選はじまる

＼

聲くガ騨

4月2日旧）

　第54回宮崎県民体育大会のソフトテニス大会の予選

が、牧水公園内テニス場で開催されました。大会には東臼

杵郡内の5町村から約50名の選手役員が参加、クラス別

で大会出場権をかけた熱戦が繰り広げられました。

　本町からも35歳未満のクラスに3チームが出場、このう

ち岩見真・岩見哲ペアと那須健司・塩月陽一ペアがそれ

ぞれパート優勝を果たし、県民体育大会出場権を獲得し
ました。

灘箋糠i総黙嬰シ〔

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

　　　　　り塘どうご’り⑧

ノ
〔
、 農業×夢＝認定農業者⑳〉

轡

・デ　　｝　纏隙

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
一
声

　
学
校
卒
業
（
農
大
校
）
と
同
時
に

就
農
し
、
父
親
が
や
っ
て
い
た
ブ
ロ

イ
ラ
ー
・
肉
用
牛
・
水
稲
の
復
学
経

営
を
手
伝
い
な
が
ら
、
技
術
を
学
ぶ

と
同
時
に
自
ら
も
自
己
研
為
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
度
に
父
親
か
ら
経
営

移
譲
を
受
け
経
営
主
と
な
り
、
平
成

三
年
に
は
鶏
舎
を
二
棟
増
棟
し
現
在

二
二
五
千
羽
を
出
荷
し
て
い
る
児
玉

富
士
夫
さ
ん
で
す
。
ト
リ
の
飼
育
は

父
か
ら
学
び
、
ま
た
自
己
学
習
や
会

社
か
ら
の
指
導
等
に
よ
り
現
在
は
最

高
の
技
術
を
取
得
し
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー

経
営
に
自
信
を
見
せ
た
顔
に
は
、
中

核
農
家
の
風
格
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ト
リ
の
飼
育
環
境
の
改
善
や
省
力
化

を
図
る
た
め
ガ
ー
ド
を
カ
ー
テ
ン
に

ぷσ　．r一

　，．穿，

＼　＼一フ
　、、属＿　 〆

f「

　今月は田野の児玉富士
夫さんに話しを伺いまし
た。

○
現
況
と
今
後
の
経
営

　
現
在
は
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育
を
中

心
に
水
稲
と
の
複
合
経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
昭
和
五
十
年
に
三
棟
の
鶏

舎
と
、
水
稲
＝
二
〇
ア
ー
ル
、
和
牛
二

頭
と
い
う
規
模
で
就
農
し
、
そ
の
後

は
平
成
三
年
に
鶏
舎
を
三
棟
か
ら
五

棟
に
増
や
し
、
和
牛
飼
育
を
や
め
水

稲
も
七
〇
ア
ー
ル
作
付
に
縮
小
し

て
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
中
心
に
切
り

替
え
ま
し
た
。
生
産
技
術
に
つ
い
て

も
会
社
か
ら
の
指
導
と
自
己
努
力
に

よ
っ
て
習
得
し
、
鶏
舎
内
の
設
備
も

自
動
給
水
機
と
暖
房
設
備
の
設
置
に

よ
り
、
雛
の
育
成
率
ア
ッ
プ
と
省
力

化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
現
在
の
経
営
を
安
定
さ

せ
な
が
ら
、
自
家
労
働
力
や
自
己
資

金
等
の
範
囲
内
で
規
模
拡
大
を
計
画

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ま
だ
勉
強
と
努
力
を
続

け
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
農
業
経
営
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

替
え
た
り
、
従
来
の
給
水
を
ト
リ
カ

か
ら
ニ
ッ
プ
ル
に
変
え
た
り
、
常
に

ト
リ
の
状
態
に
気
遣
い
、
育
成
率
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
。
給
水
を
ニ
ッ

プ
ル
に
変
え
た
こ
と
に
よ
り
、
床
の

湿
り
が
少
な
く
な
り
、
ト
リ
の
健
康

状
態
が
よ
く
、
ま
た
暖
房
施
設
を
多

く
す
る
こ
と
で
ト
リ
が
運
動
す
る
床

面
積
が
多
く
な
り
、
成
績
も
上
が
っ

た
と
改
善
の
成
果
を
話
さ
れ
る
顔
に

は
、
自
信
が
溢
れ
た
笑
顔
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
は
、
電
気
等
の
事

故
で
ト
リ
の
四
〇
％
ぐ
ら
い
を
死
な

せ
た
こ
と
、
風
の
強
い
夜
間
に
は
二

～
三
回
見
回
り
を
す
る
こ
と
も
あ
る

と
苦
労
話
を
さ
れ
る
一
方
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
経
営
は
割
合
時
間
的
余
裕
も
あ

り
楽
し
い
と
話
さ
れ
た
。

　
富
士
夫
さ
ん
の
夢
は
、
一
人
で
六

棟
（
六
万
羽
×
四
．
五
回
転
1
1
二
七
〇

千
羽
出
荷
）
経
営
は
可
能
で
あ
る
と
、

増
棟
の
計
画
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ

と
と
、
こ
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
に
理

解
あ
る
良
き
伴
侶
を
迎
え
、
最
高
の

夢
を
見
た
い
と
話
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
ト
リ
に
か
け
る
情
熱
と
親
を

大
事
に
す
る
心
が
あ
る
か
ぎ
り
、
実

現
は
近
い
と
確
信
し
つ
つ
鶏
舎
を
後

に
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
’

静
か
な
る
ひ
と
夜
の
過
ぎ
て
雪
の
積
む

庭
に
幾
枚
か
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

従
兄
逝
き
て
五
十
年
薄
し
う
つ
し
世
に

面
影
を
偲
ぶ
吾
も
老
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

梅
の
木
に
さ
げ
し
蜜
柑
を
メ
ジ
ロ
ニ
羽

つ
い
ば
み
を
り
ぬ
花
散
ら
し
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

病
む
吾
は
色
と
り
ど
り
の
錠
剤
を

確
か
め
目
を
閉
じ
て
こ
の
朝
も
服
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

三
寒
の
過
ぎ
て
四
温
に
入
る
今
宵

谷
の
空
に
は
月
お
ぼ
ろ
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

如
月
の
流
れ
の
音
は
寒
か
り
き

弥
生
の
流
れ
に
心
の
な
ご
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

病
む
妻
の
か
た
へ
に
行
く
末
を
思
ふ

夜
半
天
井
裏
に
鼠
ら
騒
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

い
ち
早
く
カ
ー
テ
ン
を
春
の
柄
に
替
え

今
朝
の
寒
さ
に
吾
は
戸
惑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

弔
問
客
に
紅
白
の
餅
配
ら
れ
ぬ

長
寿
な
り
し
ひ
と
り
旅
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

七
十
過
ぎ
母
の
ゐ
ま
せ
し
幸
せ
を

亡
き
今
に
し
て
し
み
じ
み
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

幼
き
日
直
の
唱
へ
し
般
若
経

喜
寿
近
づ
き
て
い
ま
吾
が
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

音
た
て
て
早
春
の
入
江
を
船
の
過
ぎ

養
殖
の
生
け
賓
暫
し
揺
れ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

学
業
を
終
え
し
外
孫
は
免
許
取
り

車
社
会
に
悩
み
の
増
え
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

と
ろ
と
ろ
と
燃
ゆ
る
蝋
燭
を
見
つ
め
る
て

逝
き
た
る
妻
を
心
に
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

夕
餉
の
あ
と
し
ば
ら
く
ま
ど
ろ
む
も
癖
と
な
り

疲
れ
や
す
き
を
妻
の
嘆
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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鶏
●

圖
湿◎

総

寵
、

☆★☆坪谷保育園☆★☆

調
負
舞
　

耀畝
外

職 ▲カ・きカ｛り

　坪谷　赤井笠の

日高優美さん（5歳）

父1日高公大さん

母：　みのりさん
○好きな食べ物は何で
　すか？

　カレーライス、ケーキ

○好きな遊びは何です

　か？

　ブランコ、お絵かき

○大きくなったら何になり

　たいですか。

　ケーキ屋さんになりたい

’〉ゾ
寅

　坪谷　上野原の

稲田幹人くん（5歳）

父：稲田幹彦さん

母：　信代さん
○好きな食べ物は何

　ですか？

　ぶどう、肉
O好きな遊びは何ですか？

　ブロック、すべり台

○大きくなったら何
　になりたいですか。

　消防士になりたい

T
、

』
ゆ

ζ
　
毒

▲もしもわたしがたこだったら

…
一一

㎝
φ

，
㊥
、
、
幽
、
．
幸
、
．
幸
．
，
幸
・
．
幸
、
、
中
、
垂
・
、
尊
、
・
辛
、
直
冑
壱
菅
壱
幸
壱
寺
藁
、
菅
善
条
条
幸
条
条
尋
善
尋
菩
寺
壱
喜
菅
壱
壱
壱
義
義
寺
壱
壱
壱
条
壱
条
五
条
条
条
　
　
φ

も

街の黙黙
戦没者合同追悼式
　　　　　（4月3日）

　西南戦争から太平洋戦争

までの戦没者418柱の冥福

を祈るため、社会福祉協議

会主催による戦没者合同追

悼式が鶴野内の成願寺忠魂

碑前で行われました。当日

は遺族や関係者など約230

人が参列し、遺族会長によ

る追悼の言葉に続いて代表

者が献花し、戦没者の冥福

を祈っていました。

…
◎”～……　㎝”ひψひ。

－
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●

無
事
故
無
違
反

コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

　
県
下
一
斉
に
「
み
や
ざ
き
安
全
運

転
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
0
」
コ
ン

ク
ー
ル
が
次
の
要
領
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
趣
　
　
旨
　
自
動
車
運
転
免
許
保

有
者
が
、
一
定
期
間
無
事
故
・
無
違

反
の
達
成
を
目
指
す
も
の
で
、
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
定
着
化
及
び
県

民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
交
通
死
亡
事
故
防
止
に
資
す
る

も
の
で
す
。

○
参
加
要
件
　
県
内
に
居
住
又
は
勤

務
し
、
運
転
免
許
（
原
付
免
許
を
含

む
）
を
有
し
て
い
る
方
5
人
で
一

チ
ー
ム
を
構
成
す
る
。

○
申
し
込
み
　
5
月
1
0
日
（
水
）
ま
で

に
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
交
通
課

等
に
備
え
て
あ
る
「
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
交
通
安
全
協
会
又

は
警
察
署
交
通
課
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

○
参
加
料
　
一
人
㎜
円
（
運
転
記
録

証
明
交
付
手
数
料
）
が
必
要
で
す
。

○
表
　
彰
　
5
人
全
員
が
㎜
日
間
無

事
故
・
無
違
反
で
あ
っ
た
チ
ー
ム
を

表
彰
し
ま
す
。
ま
た
、
抽
選
に
よ
り
海

外
旅
行
、
国
内
一
泊
旅
行
、
ク
ー
ポ
ン

券
等
の
豪
華
副
賞
が
当
た
り
ま
す
。

「
サ
ミ
ッ
ト
宮
崎
外
相
会

合
」
を
成
功
さ
せ
よ
う

　
本
年
7
月
に
開
催
さ
れ
る
「
九

州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
外
相
会
合
」
の

成
功
に
向
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
自
動
車
等
の
乗
り
物
盗
難
防
止
を

　
自
動
車
盗
難
の
7
0
パ
ー
セ
ン
ト
は

キ
ー
を
付
け
た
ま
ま
に
よ
る
も
の
で

す
。
短
時
間
で
も
必
ず
「
ド
ア
ロ
ッ

ク
」
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
車
内

に
貴
重
品
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

○
サ
ミ
ッ
ト
警
備
に
ご
協
力
を

　
過
激
派
は
、
「
サ
ミ
ッ
ト
粉
砕
」
を

主
張
し
て
お
り
、
市
民
を
巻
き
込
ん

だ
無
差
別
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
を
敢
行
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国

際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
入
国
や
右
翼
の
反

対
行
動
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

O
盗
難
防
止
に
協
力
を

　
犯
罪
の
凶
器
等
に
使
用
さ
れ
や
す

い
化
学
薬
品
、
猟
銃
等
の
管
理
を
徹

底
し
、
盗
難
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
猟
銃
や
爆
弾
の
管
理
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

　
車
（
貴
重
品
）
、
猟
銃
等
の
盗
難

や
、
不
審
者
（
車
）
、
暴
走
族
を
見

か
け
た
時
に
は
、
直
ち
に
一
一
〇

凹
し
ま
し
ょ
う
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉
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介
護
保
険
被
保
険
者
証

に
つ
い
て

1
　
被
保
険
者
証
と
は
？

●
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と

き
に
必
要
な
の
が
「
介
護
保
険
被
保

険
者
証
（
以
下
「
介
護
保
険
証
」
と
い

い
ま
す
。
）
」
で
す
。
こ
の
介
護
保
険

証
は
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

る
こ
と
を
示
す
証
明
証
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
う
け
る

た
め
に
必
要
な
情
報
が
記
載
さ
れ
る

な
ど
の
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

2
介
護
保
険
証
の
交
付
に
つ
い
て

●
　
東
郷
町
で
は
、
今
年
3
月
末
に

次
の
と
お
り
一
斉
に
介
護
保
険
証
を

交
付
（
郵
送
）
し
ま
し
た
。

　
・
平
成
1
2
年
4
月
1
日
現
在
で
6
5

歳
以
上
の
人
（
第
1
号
被
保
険
者
）
↓

全
員
に
交
付

　
・
平
成
1
2
年
4
月
1
日
現
在
で
4
0

歳
半
ら
6
4
歳
ま
で
の
人
（
第
2
号
被

保
険
者
）
↓
要
介
護
認
定
を
う
け
た

人
の
み
交
付

○
　
今
後
（
4
月
1
日
以
降
）
は
、
次

の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。

　
・
第
1
号
被
保
険
者
↓
新
し
く
6
5

歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日
の
あ
る
月

（
月
の
初
日
が
誕
生
日
の
人
は
そ
の

前
月
）
に
全
員
へ
交
付

　
・
第
2
号
被
保
険
者
↓
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
う
け
る
た
め
に
必
要
な
認
定

を
う
け
た
人
に
交
付

　
※
た
だ
し
、
希
望
す
る
人
に
も
交

付
（
こ
の
場
合
は
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
の
保
険
証
を
添
え
て
介
護
保

険
係
の
窓
口
で
交
付
の
申
請
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
）

※
病
院
等
で
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と

き
に
提
示
す
る
の
が
”
医
療
保
険
の
保
険

証
”
で
、
　
一
般
的
に
「
健
康
保
険
証
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
健
康
保
険
証
は
、
各

世
帯
ご
と
に
1
部
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
介
護

保
険
証
は
、
被
保
険
者
そ
れ
ぞ
れ
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

3
　
介
護
保
険
証
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て

○
　
介
護
保
険
証
を
受
け
取
っ
た
ら

記
載
事
項
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認

し
て
下
さ
い
。
間
違
い
が
あ
る
場
合

は
、
住
民
課
介
護
保
険
係
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

○
　
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と

き
は
、
介
護
保
険
窓
口
へ
介
護
保
険

証
を
添
え
て
届
け
て
下
さ
い
。

○
　
転
出
や
死
亡
な
ど
で
被
保
険
者

の
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
介
護
保
険
窓
口
に
届
け
出
て
、

介
護
保
険
証
を
返
却
し
て
下
さ
い
。

○
　
な
く
し
た
り
、
よ
ご
し
て
使
え

な
く
な
っ
た
よ
う
な
と
き
は
国
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
介
護
保
険
窓
口
に

届
け
出
て
下
さ
い
。

※
東
郷
町
の
介
護
保
険
証
の
色
は
う
ぐ
い

す
色
で
、
有
効
期
限
は
平
成
1
5
年
3
月
3
1
日

で
す
。

酵
団
員
幽

　
東
郷
町
消
防
団
で
は
、
新
入
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
現
在
町
の
消

防
団
員
数
は
定
数
3
5
0
人
目
対
し

て
2
6
6
名
で
、
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
。
部
に
よ
っ
て
は
活
動
自
体
が

で
き
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
災
害
等

へ
の
対
応
が
憂
慮
さ
れ
る
状
況
で

す
。
若
い
力
は
も
ち
ろ
ん
、
｝
度
退
団

さ
れ
た
方
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
旺

盛
な
皆
さ
ん
の
入
団
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
退
団
さ
れ
た
方
の
再

入
団
に
つ
い
て
は
、
現
在
待
遇
等
に

つ
い
て
条
件
整
備
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
町
は

自
分
た
ち
で
守
る
と

い
う
精
神
の
も
と
、

消
防
団
に
入
団
し
て

災
害
に
強
い
庭
づ
く

り
を
進
め
ま
し
ょ

う
。　

入
団
等
に
関
し
て

は
、
総
務
課
消
防
交
通
係
ま
た
は
各

地
区
の
消
防
部
長
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
旅
人
の
　
か
ら
だ
も
い
っ
か

　
海
と
な
り

　
　
五
月
の
雨
が
　
降
る
よ
港
に

　
こ
の
歌
は
「
五
月
の
末
、
相
模
国
三

浦
半
島
の
三
崎
に
遊
べ
り
、
歌
百
十

一
首
」
と
詞
書
の
あ
る
中
の
一
首
で
、

第
五
歌
集
『
死
か
芸
術
か
』
に
収
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
牧
水
は
明
治
四
十
五
年
五
月
の
末

に
、
次
に
出
版
す
る
予
定
の
歌
集
の

た
め
に
神
奈
川
県
三
浦
半
島
の
三
崎

に
旅
行
し
ま
し
た
。
滞
在
三
日
間
で

百
首
以
上
を
作
り
「
近
頃
こ
ん
な
に

歌
が
で
き
た
の
は
珍
し
い
こ
と
だ
」

と
牧
水
自
身
が
こ
の
三
崎
で
の
歌
作

り
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
断
ち

切
り
、
新
し
い
自
分
に
生
ま
れ
か
わ

り
た
い
意
欲
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。　

伊
藤
一
彦
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、

こ
の
歌
か
ら
「
雨
の
港
に
た
〉
ず
ん

で
い
る
作
者
を
ま
ず
思
い
描
き
、
雨

に
濡
れ
な
が
ら
そ
の
か
ら
だ
が
次
第

に
融
け
て
流
れ
出
し
て
い
く
イ
メ
ー

ジ
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
牧
水
は

港
に
立
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
こ

の
歌
に
あ
る
『
旅
人
の
か
ら
だ
』
と
い

う
の
は
、
自
分
を
『
旅
人
』
と
し
て
客

観
視
し
て
雨
の
港
と
い
っ
た
遠
景
の

イ
メ
ー
ジ
の
中
に
想
像
し
て
立
た
せ

て
い
る
作
品
に
思
え
る
か
ら
、
む
し

ろ
作
者
が
部
屋
の
中
に
い
る
と
考
え

都
　
甲
　
欣
　
一

る
方
が
理
解
し
や
す
い
」
と
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
佐
木
幸
綱
氏

は
、
こ
れ
ま
で
に
見
落
と
さ
れ
て
き

た
牧
水
の
秀
歌
の
一
つ
と
し
て
こ
の

歌
を
あ
げ
「
人
間
と
自
然
と
の
関
係
、

自
然
の
一
部
と
し
て
の
人
間
の
様
態

を
つ
つ
み
込
む
よ
う
に
し
て
牧
水
の

感
傷
が
こ
こ
に
あ
る
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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宮
崎
県
民
体
育
大
会

　
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
宮
崎
県

民
体
育
大
会
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ

ま
す
。
本
町
か
ら
も
郡
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
選
手
が
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

座
を
口
指
し
て
出
場
し
ま
す
。

▽
期
日
　
5
月
2
7
～
2
8
日
（
土
、
日
）

▽
会
場
　
宮
崎
市
、
県
央
地
区

圃
身
体
讐
者
ス
↑
ツ
大
会

▽
日
時
　
5
月
1
3
日
～
1
4
日
（
土
、
日
）

▽
場
所
　
宮
崎
市

宮
崎
県
育
英
資
金
奨
学
生
募
集

　
　
（
）
申
込
資
格

ヲ
㊦
奎
短
期
大
学
を
含
む
）
、
高
等

　　　　　お知らせ
く《＜イ＝ンフ：オ：メー

　
専
門
学
校
ま
た
は
、
高
等
学
校
（
中

　
等
教
育
学
校
後
期
課
程
を
含
む
）

　
に
在
学
し
て
お
り
、
・
王
と
し
て
生
計

　
を
維
持
す
る
人
が
県
内
に
住
ん
で
い

　
る
こ
と
。

②
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人

○
申
込
方
法
　
募
集
要
項
及
び
申
請

書
類
を
4
月
現
在
に
在
学
し
て
い
る
学

校
の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
学
校
の
指

定
す
る
期
日
（
お
お
む
ね
5
月
初
旬
）
ま

で
に
窓
口
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（）

蜿
W
期
間
　
平
成
1
2
年
5
月
1
7
日

ま
で
。
詳
し
く
は
宮
崎
県
学
校
教
育

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
盈
0
9
8
5
－
2
6
－
7
2
3
7

す
く
す
く
祝
金
が
2
0
万

円
に
増
額
さ
れ
ま
し
た

　
出
生
に
よ
り
東
郷
町
に
住
民
登
録

し
た
出
生
児
が
5
年
間
定
住
し
た
場

合
に
1
人
に
つ
き
1
0
万
円
を
支
給
す

る
誕
生
祝
金
（
す
く
す
く
祝
金
）
の
支

給
額
が
4
月
1
日
か
ら
出
生
児
1
人

に
つ
き
2
0
万
円
に
増
額
さ
れ
ま
し

た
。
祝
金
は
5
歳
到
一
時
に
支
払
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
図

書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
い
つ
も
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
を
利

用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
4
月
2
8
日
に
道
の
駅
と
う

こ
う
内
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
交
流
研

修
施
設
」
（
愛
称
”
さ
く
ら
館
）
に
図

書
室
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
利
用
日
が

平
日
の
み
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
土
、
日
、
祝
祭
日
に
図

書
室
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
交
流
研

修
施
設
図
書
室
を
ご
利
用
下
さ
い
。

2
0
0
0
年
は
子
ど
も
読
書
年
で
す
。

【
図
書
の
案
内
】

・
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
お
と
た
け
ひ
ろ
た
だ
著

　
『
五
体
不
満
足
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
た
乙
武
洋
歌
聖
の
第
2
段
、

小
学
生
で
も
読
め
る
よ
う
に
漢
字
に

は
全
部
ふ
り
が
な
が
つ
い
て
い
ま
す
。

・
盆
栽
と
鉢
植
え
　
栽
培
や
管
理
の

コ
ツ
、
日
照
と
水
の
や
り
方
な
ど
が

丁
寧
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

・
ダ
メ
な
マ
マ
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い

子
育
て
ネ
ッ
ト
著

　
育
児
体
験
や
職
業
を
活
か
し
て
、

生
活
者
の
視
点
か
ら
企
画
、
取
材
、
出

版
活
動
を
行
っ
て
い
る
女
性
グ
ル
ー

プ
が
書
い
た
本
で
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
赤
ち
ゃ
ん
の
絵
本
、

料
理
の
本
、
子
育
て
の
本
、
小
説
な
ど

も
い
ろ
い
ろ
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

鯉
の
ぼ
り
は
電
線
に
触
れ

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う

鯉
の
ぼ
り
は
、
大
空
に
雄
々
と
泳
が

せ
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
次

の
よ
う
な
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
鯉
の
ぼ
り
は
電
線
か
ら
十
分
に
離

　
れ
た
と
こ
ろ
に
立
て
て
下
さ
い
。

○
鯉
の
ぼ
り
の
ポ
ー
ル
を
立
て
る

　
時
、
倒
す
と
き
は
、
電
線
に
触
れ
な

　
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

○
万
一
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か

　
か
っ
た
場
合
は
、
危
険
で
す
か
ら

　
自
分
で
取
ら
ず
に
九
州
電
力
日
向

　
営
業
所
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

町
報
4
月
号
の
訂
正

　
島
守
4
月
号
で
掲
載
し
た
『
ピ
カ

ピ
カ
の
】
年
生
』
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
児

童
名
（
世
帯
主
）
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
美
々
津
小
学
校
田
ノ
原
分

校
に
入
学
し
た
児
童
（
世
帯
主
）
の
紹

介
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
の
で
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

世
帯
主
は
敬
称
略

　
【
東
郷
小
学
校
】

小
泉
遥
さ
ん
（
清
）
、
黒
木
美
砂
子
さ

ん
（
輝
）
　
　
　
以
上
迫
野
内
地
区

　
【
田
ノ
原
分
校
】

黒
木
大
正
く
ん
（
美
代
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
寺
迫
地
区

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
5
月
1
6
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
　
政
　
相
　
談

▽
日
時
　
5
月
2
5
日
（
木
）
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
「
期

善
落

　　

@　

@　

@　

@
　
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
4
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
八
重
原
の
奈
須
仁
吉
さ
ん
か
ら

（
ト
メ
さ
ん
・
9
0
歳
逝
去
）

◎
坪
谷
の
那
須
律
夫
さ
ん
か
ら

（
昭
一
さ
ん
・
7
2
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
畝
原
亀
吉
さ
ん
か
ら

（
ト
メ
ノ
さ
ん
・
8
3
歳
逝
去
）

◎
寺
迫
の
黒
木
文
夫
さ
ん
か
ら

（
日
出
夫
さ
ん
・
m
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
新
名
敏
文
さ
ん
か
ら

（
紋
治
さ
ん
・
7
1
歳
逝
去
）

◎
坪
谷
の
三
浦
一
男
さ
ん
か
ら

（
シ
ナ
さ
ん
・
9
6
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
谷
口
今
朝
男
さ
ん
か
ら

（
ナ
ツ
エ
さ
ん
・
8
0
歳
逝
去
）

一
・
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

死

亡

ご

冥
福
を

祈
り

ま

す

　椎赤

葉松
恵

美宏

都
農
町

寺

迫

氏

名

住

所

結

婚

お

幸
せ
に

矢

野

杏

奈

貴

之

小
野
田

土

工

瑞

樹

樹

寺

迫

赤
ち

ゃ

ん

の
氏
名

保
護
者
名

住

所

出

生（
　3
二月

で届
転出

　愈

谷 三 黒 畝 奈

口 浦 木 原 須
氏

ナ 日 ト

ツ
シ 出 メ

ト
名

工 ナ 夫 ノ メ

80 96 loo 83 90 年

歳 歳 歳 歳 歳 齢

小 坪 寺 小 小 住
野 野 野
田 谷 迫 田 田 所

蚤鄭
｛篇
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